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蘭医恋医ョ蘭
町人

新法法母東法

市療

富人人恋

医ョ

））

前後

更更

変変

法店法本

療西療ン

医輪

が大

薬局）出該

人人輪

ぐ第っ模

め則あ規

局附
第店

の条。売

み５た小

項を

１舗

店

七 の設

三

局野

よ者

にる

定す

規置

６局南局西

北薬局条薬

１な丁広丁

条は９帯３
１

丁か目店目

目わ
店－－

番１

成成成

平平平

地

局

社町薬局町薬局

団字局

レ之瞥地達

カ滝壮番伊

号

ス町店２店

ア
イ－ ラ

訪成成

平平

ス
ン
ア

団団丁団

町社社５社

問

鋼レ３鋼

丁日カ目日

１

念ア５念

５記ス番記

目

病ラ号病

番

ス問

訪ン訪

ア

号院イ院

成護訪成護

平看平看

問

ス ス問

鋼レ

日カ

団団店

社社西
ン

ア

院イ

病ラ

念ア

記ス

りが

ス問

護訪

看
問ス

訪

お地

と辺

の周

次の

、そ

）

変称変称変称

名名名

更）更）更

看
護
ス

更）

ー変称変称

テ名名

シ更）

テ テ看

ー ー護

シスシ

ンー変称ン

名ョテ名ョ

看

更）母シ更）汐

変称

シ

ンー

ョテ

シス

ー護

テ
本



小旭

）業気株 後電 更売川 変

道会 者軌式

北 海

小旭株 て
ア

会 規代更売川式 大は変
者）業気株社 模表前電
道会ル 売の者軌式ツ 小
店氏

道 公 報

事 美美変

更更 シ市し変変 唄唄更

）） ッ３う前後 ョ東よ

ン北す

ピ条と項

第

１

規

出大名株美代大

届氏
模会市取模

事規式唄表
３役売

の小社西締小

項

毛舗

要店本条店

概売坂

舗南

号

平

の月
域９

生
活日成

平環ま
成境で年
十のに５
三保北月
年持海

五

鶴表豊

代代

名社 の道日

名通
役弘 者締

羽取島 表

３

番市

１住川

目旭号

樹
代 に、

舗名名社ハ
号条

表 い店表豊表 お開代代

小刻者締締 て時取島取

閉
業び名通 売及役弘役

時住川幌 行店旭号札 を

条区 の３東 者刻市市 う

舗 グ４る店合

モ丁事面 ー目項積 ルの計
車容 ６駐収 番
ほ場台

輪容
駐収

の数台台 か

称

設丁名

を２利の

場台

る番び

す１徳及

置目清

又
名

氏地

の号在

者６所

称
名

は

月た空

十め知

一配支

日

事働
き労

べ工
す商

慮庁

金

に光
項観

曜

いに
つ課

日

通

て到

店前

開午
３

所左
目

丁

時

名通北 氏

閉午

刻時

名目東 は丁条 又

所左

前 住開午午 び
及３丁 称

所店前

時

法閉午午 に
び刻時時 並

さ設
荷施

の数台台

の ば面
物設

棄
廃施

き積
等の
の

に

海び

北並
所

住
び

及

容

て
っ

堀あ
に

事人

知法

道

う
有よ

をる
見す

意着

は

こ
、る
はす
者出
る提

す

後 りき
よで
にが
面と
書

次

刻時

時９

店

北

土の就平 海

と平成 道任 地
お成 告改年 り 示良

月 役年 第法
員５日

に時９９ 人店後後

の月

っ
あ刻時時

覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期
知５か

経空間年律間時

済

保
２３

管量

大出成出縦

アイ届平届
書覧 規荷午来午年

所

模さ前客前月年等場

月縦

小ば９が８日４の

也者
表

達代

売き時駐時

の
駐更成記 株変平上

イ

式車変す

変 社場更る年の 会

成。
平る

の前年昭 社
会
式
株

年

就 号和
任日理監

事

律出監

法届・

年の事

あの

第が
っ別事

氏元 第
。 ）

た 号

茂 条

和午

部支月昭ら

地庁

後 域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で

） 月号 課９
に
定
規 日

覧 車 店施
にかをか

舗設分場分日

い午用午

施おら利ら

の
荷６る９

のて後す後

設
ばまとま

営さ時こ時

運

き

にをで

法きでがで

方
すうる

関行

に 盛自）月月更 美

動３日
日係 堂

の 表田出も 代の所る

車
口以 取岡入

事 正数更の 役の変外 締
唄１４ 美目）項

後

取羽
表鶴
代

ハ
ル
ツ

市番第 市番
幌１

札目
樹

役
締

光

北住三 に
定

規

名春 の
項

三

知三 、

道郡 り

海石 よ

火

清 地

堀字 土

町 石

事石

を
日 で休 まる ）す

曜
土） 、。 日く 曜除 日

帯

事と間

るこ時

び
及

日

１所

帯
間

時
る
き

で
項が

前
午

丁
２

南
条
１
西

通
大

時

東
北

区号
東

条
丁

七午 四前

良

瀬 改

時

国

、
ら也
所地 か

達番 区

午

時
９
後

午

に
日

祝
の

民

時
９
後



北

次そ

覧

海

のの

に

道

地関

供平

告 す成

平 区係 示 る

成 に書 第 。年

十 ５つ類

三 月いは

年 て、 号

五 日、平

北 海

地理 北

土）そ 海

）の

区

道

事関

畑 地 平

告

業係

地 改 成

示帯 良

の書 第

合 ５土類

総 法 年

整 昭 月地は
改、 号備 和

日良北

道 公 報

地破覧 北

土区砕そに 海

中、の供

同

道

山除関す

地
告

間礫係る

改
示

地、書。

良
第

域土類

法
昭総壌は

合改、 号

北整良北

和

第

可成
認平同同同同同

年
月
日

土江旭秩幌訓新

号

の 北

土定 海

款平 道

の成

地
告改
変 示良
更年 第

を５

法
昭認月
可 号和
し日

月 道成

十 営

一 土年

日

改月
地５
良
業か

事日

金 のら
土

曜

改間
地日

日 良、

計十

い 法業道

担 年事海
を支 育 第画勝 手 律
成定庁

第

た備 ）］めに 号型
農。え
置

排、 １用て 第用い 条業

法）道 海年備）海

第 地業業山

律農事檜 土

用の支 改用土庁

区水改備 ）
排地に 号 良

、良え 第
農事置

、 １
、計て 第
道業い 条

津 地沢 部父加子十

ほ画

土土土 改川 土 乙別内府

改地 良地地地地 地土 土

良良良 良 区改 改改改改

名区区区区区区
良 良

第
律

法。
年た

第
）

号

縦
変の

業般
事一

２
第

条

道を供

海画に

北計覧
更

堀。
た。

事める

知定す

規、成 の水平 項

月 よ、

北５ に道

年 定農
り暗

海
道

営、

事か 道ょ

知日 、き
土土

ら

堀

項

、 良良

間 改改

日 地層

規
整定成 の

場を平

備め
月 よ
客。５ に

、た年 定
り
土
、

土
ょら 営
きか 道

暗日 、
、

北

防、 良
地間 改
農日 地

に
定

規
の

項

堀
事
知
道
海

達

土
り

お
と

の
次

、
り

よ

３

也

条

ト船付条 平道総造件こ

行ン所一の の 成が

入

に競の 札 年う数内般５

達一 、

北指

別整縦

也の 幕画

般 南区

１２

札調調履履札の

入入次

行 をを参ず に達達にい

るるすに

すす加れ 付行

災一
協

部土縦

心の 沢
、般 厚

北

次な定 海

のおの平 道

と、適成

平

告 成

おこ用 示

りのを年 第

５一入受５

年
覧

也
達

月般札け月

北

道そに 海

営の供

釧南

道

ピ関す 告

ヤ係る

路知

示

シ書。 第

リ類

東床

区

平

地向

区
良

改
地

上は

成

は 月
５
年名精

乾争２
地 道競ド入の ト、 海名

参定 型方 告争ッ札規 ン

第札又加に 船自 示入ク

には資よ 舶治
法

乾格る
行 にすドの条 鋼施 号関

査付 ）令 規るッ審件 船

一 の 定指ク

和 るを準般 修昭 す名に
の 船停ず競 理

者該 る期場 特特るも

す

所必す

役役に当 事
定定

なこ

のの要る

項務務日

格。

称様平造資と

名仕

所

及等成船

び
札月

量入８

数年
説

競にる 号

達
札調
入る

日争係。日

下、
以は

入
と月

」４
札年

い

流、 号

区海

き域山地北

暗広中

村上

）農地農道

ょ営間
農合合支

地総総川

団域
備備

整備備に

道整整庁

中

、用い

道農置

農営え

事
備

整
合 業

総
域
地
間

日山

舶止る争

用 の業
農

備札 政 力 のさ設入 年 能

造てで 令 を 建れ
っ 又い特あ 第 持

はな種る

架で 。 い 修い上の 号 て
こ のと台、 以 る 理こ

七 と 資。及入 下

五 格び札
」

有路参 令

を斜に 政 。

取に
業書

漁明日

す）加

海丸

北王
北。

船る
締よ

事

堀工
理

事修

知架

道上

実シ
をケ
）ラ

。マ
う日

。成

海る作

北すで
施ュ

て

府

堀政
た

事れ

知さ

道

業成

ょ事平

き）、

暗水

）

の
計月
業５

事年
画

めら
定か
を日

た

種ほ
、
水
排

用

北北。日

土

知客

道、

海備

北整
場

るをし と

縦北

堀

、

事類

と 。

とすうう

こ有よ い

一

。
と第る

こす ）

。る

也す
関

達に
達
調

也

式

達 釧根一

道道、

海海間

る

海

庁庁縦

支支の

路室般

所庁

也支
場川

達上
覧道



７８
札務 と札交交

る入落財
の 付付則 ろ明者規 こ説
よの

第 に書

決

る交
。付条 定 場方

北 海

６
入保和

開開入以証入
保 にを北

札下札 札金年

付道 保証 消 参納海 札札
場日の 税 しす規

金 費 加
等 よる則 証

道 公 報

５
道執

海海札入入

北北入
場

幌産の札札 札水行

道
央部及場日 中務所

市林

第

４
を
条 申申査

約 審

イウ契
示 の類っを 書行 請項 請
提とす

のた

号

はの
者かア

平、審申

成

請

ア査
十かを
三の ら申

年ウ請

五

関所法法１ に方第 まし

規 るの す項

項海海話の定 事北北電

札水号所よ

道道番場に

幌産でり

交定 市林

すた

中務－付め

央部

る予

付 」 うこ第
納

－ 区資

の と 所時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者

同、

納 ） にには下
、 。

付 相 同
。。の務
方 当 じじそ財

は 含 の則
等 を 者規

法 額

資び

政 。 積と
、 む 見」

理
３管時

北源日所時

区

部成

西課北北－務平

条
６海海

資 丁道道
北管６

目札庁源年

幌
市階海理月

中１道課

場 方

区会幌

央号札）日

電査
審

、

法先は所

出き

便海海話結

申け郵北北

を

書ば番道道番果

請れ
ら幌産申

類な号札水号

の

請 市林 提な

に

出い－中務－者

央部 先。

通 区資－ の
時

月でな

十にけ期

一定れ

日

とら成

るな平

めば
こな
ろい年

金

よ月

に。５

曜り
、日

日

北源。定

２か

価 ３管

格
限 線 ６制 内 西課の

条理

の

丁
目

囲

－範
内

っう
令 ） もい

の
低

最
で

た。
第 の
契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

市午

地ま 務 以
び条 財 額

条央２

３室中後

北議
６送北

西郵区時

西に

目よ条送

丁に３郵

は目場

合丁る

場６よ

る

源知

便海、

郵北は

、合

指北

す 示３管

る

り６内 よ西課。

に条理

作丁線

成目

し－

た

のら
を
類
書
請
申

で

びま

及日

価

す
有
を
格
資
る
げ
掲
に

も
を

格

．．．

定 入
消の 則 の
方で 規 上
費
税札昭め

約本のの細

契日ここ詳

手及札札、

の語入入は

水着

番道必

続び及の入

産）

号
林

名所

相者員る契

イアイ

あ一とに

当落でのこ約

にす

る者る部。関

す札

な
し
出
提

金とか

事

開に入る捨税

そ号ア

金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

う
ど
か
る

入等算額で の

書 札

約 入
て契要

っ

９

効
有作

お本契行説

に日び執札

て通は、書

い国約は明
る

用調開よ

使貨、公に

る手る。

北北電す達す

の

道道番言続。

海海話

幌産及停

札水号語
び止 市林

なを免る在

中務－通等

たし事務

をっ申税事

額

者担

札者出業を称地

入

北郵

に、こが当

書はる
。るる海便

記落といす

号

す決たと組道番

載札

しはの産

る定だき織水

こ後

と速、、名林

あ

に定

。や落共称務－

係たをる

おに 札にし）

てた びる金もか

い当 及

て税

、っ 他こ消額っ免

２て の費

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

とあ

す札 定取額格で

定

るい１する

る書 め扱に

のを

格記 入円るか

資に

札要

入の な

成

を載 札未

を
者
た

し
）

。
る
限
に否

落

貨が 央部

有

北源り － 区資

得 ３管

る

丁線 ６内 西課。

条理

目

－

か札同及部

に者企び資

費共体在管

消が業所源

税

等企費課

税同消地理

場税

税の免

課体等

の業

であ者

者で業

業合事

事

わ

有さ に満で問

あっ申

た す端入ず

しれ 関の、

がに見

い金 る数札、

な

も

のに 件あ参積

者額 条

該 違とすっ し当 にる加

は者契 入金 反きるた た

金 、の た、は約 札額 し
入そ、 財札の消額

す
と
者

札

は端費の 分 務

。
る

七
六

提

免そを

か、書

るて出 の 規

業成す

事構出

税の

則、数税

５

効額に に分 第無金等

相の とを係

条当 す切る

。

各るすり課に



２３
立

指指ア

平 定木主 定

成

施の伐

十 の伐は

三

採 業、

年

目の
択

五 伐

北 海

定１ 北

森す 海

る平保 道

。成

林
告安 法
示

年林 第

和５の

昭

月所

号在 年

日

道 公 報

村立次町

アイウ間
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９
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事・ 次
の
よの 堀

２ に・
の う３
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１２３
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日
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４雲島

年八三

元

公

１

日町倉
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磯岡ハ
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庁

告
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第 企 る種対は

業 次第象中、に

等 の１者小当掲

り

睦 お

消類の企該げ 号

路

雄 道
るう

税）業

調月契道平。従

）ををを員

成に 査分約

掲 書

川中

年げ をの締滞旭の

晴 事区 睦 工工

提決結納

、
は雄二 ）

政へ北平と

す項札こ

と
。お令の海成。

る地に
方
自い第参道
加が年 治て

を行５

海

。調北者

るる

２

準

川 の上下
道以 査

法加類

長協有参
方 合指

合者望

行組る希

が同す

、

公第あは

官法で者

う
第のに

適条も５

需３る
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除指１ の 施用排う月 条

行す

さ名日

１ 政れ競現 第 令る
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又るる 」 企

営 当とあ付 は

２るこ受 業昭 該するを

営契とけ 所和

等

法 年とい 事年 業約。て
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あ
託で

委）
務。
業う

定

の
名次

指、
のて

約っ
契

出

に満
札を

入件
争要
競

と

設の

、も

はる

てす

っ

律き い 等

は法と と 業
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２
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２
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２
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す
る る

項務務
役役 事

。日定定
数

び
及等

称様
名仕

のの

競に

海説

北札
量入

船

争係

北北

管

入る

海海

理

札調

道道

局 教留道

達 告 育萌教以は 示 庁市

育下、 第 留住

１ 萌之庁

入 号 教江実 育町札年

習

企丁と月

局２」４

船

画目い 管

公教務

松大価をの道事
担

ク市定告育を

下阪決
し庁 レ中

た留当 ジ央

手萌す ッ区

続教る

２局織

株見育組 円 ト城

称

社目示名

会丁告の

式
及

代番１及

１第

品ンた 競

のュ住

争日等ピ日日び

よ及

に称タ

札名ー所

入
者

札量式

落数１

りび

を１

定北当×

決月台

告
局
育
教

道

示 教第

育

号
２

庁
留
萌
教

よ

育船に

教習書

道実明

船第

習丸。

実竹る

庁若

理種

管二

八 局中

九

総１う日

工

石査
検

長間

理

課２）ラ

務番。マ

局

をケ 告実シ

示

れ
さ

。成
る作

すで
施ュ

号び

府
政
た

表
淳

井
宮

役地

締在

取号所

）

た道り校

し海た１

治

育価

。教単
育
教）

萌科

留業

庁）職

松
長
局

育
局
告
示

関
に

達
調

雄

式

良一

田事

隆
浦

る
す



６
入

に
札下 札

入開開入以
税 し

費 加 保消 参 札札札

等 よ 証 日場日

北 海

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を函教行

条 査道道執

っ市庁場 を 行館育の札

原習及 す場 た美実所 示
と

道 公 報

申申申

はの
者かアイウ

かを書 請請

ア査請

、審
し提

ウ請の のの ら申類

ま

第

３

次条
船付条 の平道総造件こ

行ン所一の の い成がト

入 ず

競の 札 れ年う数内般５

には に北指

乾争２

道競ド入の ト、 も海名

該

号

２

履履札
入

平に

成
行行参

十加
三す
年期場る
五

す
と 時所時金と

」 う

者

者
う る

い
。 海平

同同、
） 道成郵にには

送相 教

。。の
当 育年にじじそ

の
を 実月る者

額 庁７よ
場含 習

場

。 管は積
む 船日合見

は所丁管日所

き４船び
郵海郵

審６局

、目理時
便道便

査番

結

庁

を号育号

果号番教番

申

実 請
者－習－
船 に

管 通

にけ期法先

でな出

時方
平申け郵北電

めば
定れ

とら成請れ便海話

るな

書ば番道番 こな

ら育

ろい年類な号教号

に。５の

庁 よ月提な
出い－実－ り

習 、日先。

船－ ２かの

型方 当告争ッ札規 ン地
加に 船自 す示入ク参定

に有資よ 舶治 る第札を

法 こ

す格る

にするの条 鋼施 と号関
）令 規るこ審件 船行 。

一 の 定指と査付

理和 るを般 修昭 す名。
の 船停競

舶止争
政 力 のさ入 年 能

月に

十日所必

一要

日

所
成船格

平造資
な

年

金

月
８

曜

日

日

の 局前必っ
） 理午、も

）９着た

時）契
約分

に
額５

分金の
び額
及る
税す

費当
消相

研海

す北局北

知理

地以

館

函室函

。道修道

る海
室原

美員美

市船市

館兼
４４

原

番

６に６

目送目

丁郵丁

のら指管

番よ

示北理
内 びまよ道

及日に海局

でり函

に作館線

掲成市

げし美
目

格請丁

資申４

るた原

れ札
すを番

有類６

を書

いあ 第 持 造てで 令 を 建

っ 又
はなる

理こで 。 い 修いの 号 て

資。入 下 こ のと、 以 る

格札 と

す加 」

有参 令

をに 政 。

消の
方上

こよ い

るし と

税札
費入

場約名所

入契

アイアイ

会す

明関

説に

札日

る
る

イ

、
北は北
合
号場号

落でのこ

る捨税相者員

業す札あ一と

額て事当

加金者る者る部。

をた
算額で金とかに

る提

うな

どし

か出号

９

開に入

て契要そ号ア

っ

げ金 書札 札掲札落

約 入

の札

効入等 の時決 有る額 作

第る
す ）

。と 。

とうう

７８
札務 と札交交

る入落財
の 付付則 ろ明者規 こ説
よの

第 に書

保和

証入
道
証 納海

保 を北
札 金年

称地

時務

日事

のる在 付

郵北

場当

び担

及時所を
る海便海

所平北函す北

道港組道番道

成海館
の育育

年函海織教号教

６館岸

庁 月市町名庁

なを免

５海船称実－実

をるをっ申税

し）あ額

出業

金もか入たし事

た

税書はる者

額っ免札者

て

落とい

当落事に、こが

価者載札。る

該札業記

だき

額格です決たと

金

るこ後しは

にとある定

共

円るかと速、、

１す

に

成に定
未のを。や落

い当 入及係 のおに な札

否他こ消

てた 札びる 要

公税

２て 限の費

、っ に

にの

規、 。告等

には る

め扱

す札 し定取

定入 ）
を入
資に 者るい

る書 た

を載 落札
格記

決

る交

１ に方第 。付条 定 場方

規 るの す項 関所法法

項便海話の定 事郵北電

号教号所よ

番道番場に

育でり

交定 庁

付め

納 る則
の す規

金

－ －実

付 こ第
の と

付
納下

、以
除。

免 。号

習

は則
等規

法務
方財

日岸溜及習

船 町岸び船

前在理北理

午壁所管管
函

時習道

９実地局海局
丁
４

原

丸美

竹市

若館

船

に者企

満で問か札同

目

体

端入ず消が業

の、わ
に見税同消

数札、費共
の業税

あ参積等企費

が

免

とすっ課体等

る加も
者契事場税

きるた税の
者で業

、は約業合事

は

申

の消額であ者

そ、金

関
有さ 札に

端費のあっ

金 する
なた とす

しれ 者

に
のに 。件

者額 る条
い

額 し 入金 反 た該 違 し当

入 、の た 札
財札

習すた

は分 務

る予 船－ 管。定
価 北理

格

館限 線 函制 内 道の

海局

の 市

範 美

、」

目最

丁で

４内

原囲

。
第う

令い
政と

）
の
第 条
７条 九か 及

〇

海第 北ら び
道

番
６ るて出

号

数税

か、書
提 の 額に免そを 分 金等
を係税の
事構出 切る

則、の 規

り課に業成す

効に 第無５
相 と

の

６低

。
各るす

す 条当

価

番

も
を

号格

定
の 則
で 規

ま 務
条 財

昭め



型式の概要検

１

平
成 遊遊型製型定

十

造 技技式三 機機試年

年

月 のの験 式業

五

北 海

又代製う 、成
で平

の
た

検
定は造事 同

者 則５申名又業 規年表

者及検の 第月請称は所

の

のび査所 ９
条日

道 公 報

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公正

の機 安化

認の 委等

定型 員に

及式 会関

びに 告す

型関 示

第

．．．

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

号

札

の語入

約本の

契日こ
本契

に日び

続び及

手及

種区番 者 お

月 類分名名号日十
一 平 株 ぱ遊日 成 式 ち技

ん機・会

年 このヤ社

技定タ和月

遊認ッ平５

金 機及ー
びマ日曜 型ン
式日

行地 第氏住を在 氏

の１

の群株代群 項
１名所名

定県会取県 規馬式表馬

よ生平役生 に桐社締桐

島沢 公広中広 り市和市

る海２２ す北町町 示沢

る

丁潤丁

式す 第法

のる 道律

検技 号

定術 公昭
和 等上
にの 安

年 関規
す格法 委

第 規適
律 るに

員則合
し 会昭て号

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

調

使貨、

て通は

い国約

番言続

話る手

電す達

用
及停

号語の

び止

通等

貨が －

有

則
規
る
す
関

に
等

定
検

－

公目目 。道

第
条
６
第

安
委のの 会地地 員番番 委

和い）

田
潮

長
員８８

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業
４

り
得
る

線
内。

代製う型式の
４

イ
号
１

又業遊遊型 表 は造事

又
称は所技技 者
名
定

式の概要検検検検

３

請 定の 遊型製型申 定定

及を

号制）

年有 造 技式

製う型

６業っ

第び行

）

定は造事

検検検検又代

定の申名又業遊 定表 定

年有請称は所技 者

事

代製う型式の概要

２

者
又業遊遊型製型 表造

検検検又

造 は所技技式 有請称 定の申名

定定は

所のの式 の 及検の機機
分名

住を在種区 氏 び査

所名行地類

株代群ぱ遊

取県ん機フ

式表馬ち技
遊認ー

社締伊このィ

会

及ー

共崎技定バ

三役勢
和型の

島三びも

毒市機

の験の 番効 式業 機試者

日号間名

区番氏 期 者月
平第公群

分名名号

遊フ株

示馬 成 技ィ式

の県 機ー会

日桐 年 のバ社

生 認ーダ５

成境

定クイ月号平市

及イド

野 びーー日

の 者及検の機
型ン年町

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公愛株代愛回

日号間名
示知式表知胴

平第
成

の県会取県式

日日社締日遊 年

進ダ役進技 ５

ド毒浅

月号平市イ市機

成浅
田ー島田 日

業 の検の機機試

年町町

区番 者 氏査所のの験 式

行地類分名名号

を在種

名

マ 代愛ぱ遊

ル 表知ち技

取県ん機うホ

締春このらン

技定し業

役日遊認め工

び怪式

岸市機及屋株

井

び 番効者及

山型談会

桃

愛マ

号間名所
氏住 期
の

示知ル

第公
の県ホ

日春ン
日工

桃式

成市株

号平井業

のけ

秀町式の

年山会

行

検
る

す
関

１に

地等

番定

九 規一

の月丁

式２５六

６
第
則

目 検
定日

す３

関ら地 にか番 等）

平廣平

６
第
則

規間

る年

４４

月子治子

５
）地地

日番番

か
ら

の語

勇町式物社

間
年
３

等

目定

丁検

夫１

に

社

６
第
則

規
る
す 地関 番

丁
月１

５町
日目
）

１
第

条

間
年

３地 ら番 か

号
１

第
条

号
２

第
条

イ
号

イ



造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
月のび査所 番効の 者及

北 海

事

代製う型式の概要

６

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

道 公 報

式の概要検検検検又

５
遊型製型申名 定定定は

及 年有 造 技式請称 定の

験のび 番効 式業 機試者

月 の

第

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

号

概要 平
成製型 十

造式 三試 年験 業

五

所名行地

氏住を在 期氏

第公愛株代愛

日号間名
示知式表知

平
成

の県会取県

日名社締西 年

古大役春 ５

市商市井

月号平屋一日

成
中会原郡 日

月鴨茂町

５区春

年村西

名名号

を在種区番 者 氏
名行地類分

代三三回遊ユ高

表重重胴技ニ砂

取県県式機バ電

締度志遊のー器

定ル業

役会摩技認サ産
式

濱玉浜及モ株

郡郡機

町町型ス会

野城島びン

野字のー

凖蚊大式タ社

間名所

区番氏住 期 者

一

第公大高

分名名号日号
平 遊ユ高

示阪砂 成 技ニ砂

の府電 機バ電

日大器 年 のー器

阪産 認サ産５

中株

定ル業月号平市業

成 及モ株

央式 びン式日

社５南社

型ス会年区会

在種 期氏

のー月船

式タ

間名所名行地類

氏住を

第公大高代三三回

日号
示阪砂表重重胴

平
成

の府電取県県式

日大器締度志遊 年

阪産役会摩技 ５

玉浜

月号平市業郡郡機

成中株濱

央式野城島 日

南社凖蚊大

年区会町町

番 者

月船一野字

５
月名号 十
一株 日式

会
社
共

三

金

曜

日

付大
字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

ズ

地
番
１

間地川

年番ノ

字塩検

広に

原字等

松屋定

見関
す 番

る 番

場

第
条
６
第
則 １規

検ズ

日二

関ら９

にか目

等）丁

定
す３番

る年

字塩

第
条
６
第
則
規間号

場

広

）丁原字

日二松屋

か目

見 ら９
３番番
番 年

１

１ 間号

成に定契

平資平者に
る

必め

成格
及

５調度なも

年び年要る

規

号
２

月達に資の

北

地定 海

に 道

よ
方
警

り 検検自
察

、 定治
本

一 定の

法
部

般
施
告

型式の概要検

８

号
２

有

遊遊型製型定

造事
製う 代

年 造 は所技技式

又業

定は

の概要検検検検又

定の 型製型申名 定表 定

型式
７

年有 造式請称者

をお格と

技技
遊遊

るて、る約

日すいはす
。

等締定平装

品がに

物道

、

の結め成置

種しる

書

うの５請

類よも年申
用

とと月

すし

競
行

る、日高

示

争

番効令
第 期入 昭
札 号間号 道

に
和

第公

年参 警 示加 の政
す 日令

察る 第
者 号平

号に 本

。必 成

要

験 式業 検の機機試

年以

在種区番 者月 査所のの

平

行地類分名名号日

を

株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機男会

年 桐このの社

定道フ月

生遊認花ソ５

市技

ィ 境機及

の 試者及

町型

野びア日

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公群株代

名名号

踊株

示馬式表 成 れ式

の県会取 ！会

日桐社締 年 安社

生ソ役 来大５

境ィ井

キ一月号平市フ

成 ッ商

野ア置 ズ会日

年町

ぱ遊
類分
種区
のの
機機

技定
遊認

この
ん機

ち技

当に速 型
び
機及

競ン

定契般リ

に該一プ
入ー

海るに争タ

北め約

のび

警約り札及

道契よ

告属

本係達公附

察に調

行ー

長一すをケ

部るを
品運ル

山競物うブ

般る
争

部

月資 ５下な
格 告政
を

）」定 日令

示

。

３う。 らいた かとめ
第

間）

年

定

目検

丁の

七式

条

等
６
第
則

規
る
す
関 地に 番

５七定

目
月丁男

日

の
式

間
年
３
ら地 か番 ）

る
す
関

に
等
定
検

九規 二

免賃

田入等転の

６
第

則

に種許貸

札の

約

廣加は読契

参類証借

条

の
項

１
第

５
の

す、取

イ
号

１
第

条

イ
号

１
第



申資申資申
たアイ

平

請請
格格請提提

成 出 審審書出

十 のの先 査査類先

三

の ののをの

年 時方 申申提所

五 請請出在 名

北 海

４
て格

法い及及め資

年つ

小協い審

律てび経中び

済

、に産企業る査

第は
当掲業業組との
請 ）該げ局等合き申 号

同あの 第中る長協に。

小資が

道 公 報

３

属過、調下

附つ資中以
企 成ケ去誠達格小 平
ー２実物中 要業

の企
等 年ブ年に品件小

に行保業 の協 ５ル間履

１賃おし守等 特同 月の

第

２

政約政。道道

資次契と
行を 格令令 い締が税

の
れのう滞

第第 ず結

にた指納
て のの もめ名し 条条 要
該に競

号

種
の

等
品

資物

月 期は法はす称地

十 、、る

一 平次こ

日

掲に海海

成にと北北

５るり警札

年げよ道道

月申行察幌

金 請わ本市

日書な部手

曜

らのれ通区

か類け交稲

日 提ば部曙

て期 条企格行組っ時 ３

件官法は及 第業要う合

方 項
協は公第、び １等

適条立法 第
同、需３設

際 号
合用格第の ７
組適

はな合号に に
又し組４

証掲格 げ
協いのに資 掲

る有 協
組明げを る

業。

日貸いた点例協
組

合を

が組
法 現事て者検同

合

在業、で
る能」
昭 にを１あ可合

こなと
和 お営の

いん

。でう
年 てでにと者い

律 運るめあ。
法 、い定

と契こ及
第 転こるる）

免
許。約とび

必争い ４４

証と。中 号

１２ す要入る 第第 件当
こ同にで 項項 るな札者

すい 規規 と意関な にの

と すに
得るこ 定定 。を

を 者り
い名。 るよ

て指

者停 競
る

格類

含さ 成入
は止 未争

免賃

転の転の

運ル運ル

証借証借

許貸許貸

免賃
置

装に装

取約取

読契読

日出な運５

、す、

置関

でにな免４

ま先ら転条

間当。試目

の、い許丁

出１

し提課－

に該験１

に

な示

ば指

れの

け先

な

る 組
が有企す 業

なよ

ら

合で

のる組者 合
次す業

いと

ずきあ 以
か下も

れ。以る 下
にの 協

成 合
当業構 組
該企が 業

と」の と
る合員 」

す組

企 第

読種小 ）

きと過 い

置ほ団 条

装を業 ３

取類

組 定

申同の 規

、ぼ体 に

用すに る

書く織 す

請じ

る 企

速契す 小

高る関 中

ン締律 等

リを法 業

プ約

の 、
れて 者へ
まれ 年札

。い 保加
いな 参 被
ない

又除
でと 人排

）こ 佐を

補て
こ 被れ

い はさ
な。

る申

で者

人る
。 助い

と

用用

書格書

請資請

申
ププ

速下速

高以高
ー

タ」タ

ン格ン

リ資リ
。附

びうび

及い及

ーと

２

し
成

。作

いり

附

調契納札成
入平

達に
す海

す加北 約入 を参年

）
、う数 。
はい半 う

る

１

にの）占

２。を

北

次 海

の平入当 道

と成調運た 警

達転り

札

お 察に

り年を免の 本

一５す許単 付 部

般月る証価 す 告

タ結協

及、和 組

ーし昭 同

びか合
７

を

資資に有資格

約資資

のるは有

格効 格係格格
る 有間 有一、のす の期

こ

てい

っな

あで

効般１

６

、
格再再し格

アイウ成資
申有 申 資中を企申たの

組し請効 請

格小有業請

有業る合よ書期

を企す

５
ブブ

ーー

ケケ

属）属
申 審のう

格再次行

資を

場 れが のずと 請 査いこ

所に察

借者警

賃る道 期

な告

の要部

品必本

物間
囲と約資示

仕平範こ契

内が担格第

様成
等
年で有当

月平得等に

７、り者号

。指定

札１成るの規

入
説日

賃読） る 競 示

争日借取 事 第

入項物装

札品置 号

の
及申

下称、

以名台
高

」量用

札数書

入び請

期競の喪者 効の

い速

と

が 期更

に

間は入新に失２

間争
落る定

資のめ規

、札定

資

有決約る

を札契す

格
日る要

るの係格

す定に

の

めでのに

認まも件

と

を及 方 す等者又う類間

協法す提び

る協ではと

の組る業る出当

者同あ

はな期

当合も組者し該

該の合

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る

申事かで 再の

業く変有

る
す

当。

請由該る
にき

年定す

資
き
続
き

引
で
者

月る資

書ら６する

明か

場格

に平
よ成
日所を る

月度る

３限す

。年を有

にこ

九 日当と

三

プ

た期
。約

で契
ま該。

海ー

を北タ

）ン

。リ

う
実
施道

附

。本び

る察及

す警台

とで該

ブ

山ー
ケ

長属

部

な

のるるし

旨すあ当

た

と

が、こ

知めい

通。た
間っ

た期な

っ効と

あ有

１新き

ら更と

かのた

日

類

を。更す書。

のはは

提

続でた者の

相）しる

先

合るのそ出

、あもで

を成、

又格構に

併資の

提

渡すを該

譲有員当

は
でし先

よ者更出

にる変

う
よ

得
を
格

承そたの

り

間

格
資

、
は
の

も
る
す
と

る
算す

予長
、延
しを
だ 田ル

の

式

、、

月

廣１ 失

めなを

定わ格

に行資

継のも指

。

契。う

るい

者員よ

た成に

し構の示
り

請
申
再

の
査

審

資作



落

に入るり課の

号アイ

掲札落金捨税

札

た業者 分 札 げ金額て事

等加金者と の 決 る額を
定 入

な に 札に算額で

当 及係し）あにっ

北 海

８９

開

落北項当契要そ

１月
書 道札 規り

札約 海のた
に単の の作 財の 定の

者
定の 規に よ価 決成 務時

定を 方要

則お り）

道 公 報

６７

便 札便札交交

入郵郵入

に付付 証び明

等 保及説

る場方 は報の よ 金電書

免よ付 入
、に交

第

４５
札

話札入入開開

電入入

の保 札札札札 号行
番執

場
及

－所証 場日場日

号

約海海

契北北

３
平条道道

成項札警
十を幌察
三示市本
年す中部
五

びるたをる相た

場央総

は

っ こ消金もか当者

た

税る、

て の費額っ免す

は 公税て

額札

、 告及当落事金落

価者を決

入 にび該札業

方額格で入定

札 定地金
に る消にとあ札後

書 め

にや

記 入費１する書速

のを記か

載 札税円るか

さ に未

い

れ 関以満で問載に

、 たっ

昭て 法めも否他
２ 予て

和

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

所法

。し の限

号有 りに

る札す

す入関

除札るに
海海話の

。はる北北電
号所

め項道道番場

認事
い幌察で

な札警

交 。市本

す

中部－付

央総

る

北部。 － 区務

び所時所時金

日 －
時
北北平
同同 内海海成にに

道道
察５。。

札警年じじ 線

幌
市本月

中部
北入午

区階
央１日

月所区務

十北部

一２会

日

目
丁

７
西課

条計

金

曜

日

る費

た す下の、わす消

金 る端入ず
と等

額 条消数札、こ税

参積。の

に 件費がに見

違等る加も課

当 に税あ

た事 金 反」とすっ税 該
いは者１業 額 しときる

入う、は月者 の た
札。そ、当で

りる の

は）の消たあ 分
取数税のか ５

、の端費

）

下い 価。

以な 単る

無
者 ）

限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

則 ）低る 。規 最す う務

の。

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

２札前

条会

等契免 に

目
丁

７
西場時

とい額に約税 相

効扱金
切る額業

すを係金事 当

２

。
るす

第 を

９ 第加

条 条 え第

示見第

条る三開開意例

を。者条示

第に例請請書

対第求求の条

年に提第

価第 第

条す

格

条 条

２

第１各

第

の事

告

８ 北）第

と条案 条

一条案す例移

海の８事

通

情部を移条る第送

道
報を次送例。
の書

公次の通第条知

程

海と平

北の
次

のよ知

海

道お成北

情り
月報

公め５情

報定年道

開る

所のの細約

ここ詳契

イ

入金

札札、証

入入は保

在及の

る関
あに
で約名

者契
ア

かす

る先項

とる条月係出２

、見１公及に

し意第日
に書提定

第書項文び規

提
定記期る

条出規に出す

さ施

第機す録限実

をの
会る

と付施て関

条の実れ機

、等関る定

し与機いが

開

の第よ

条よう書条２に

のに改２５る

例うに）
る２にの

施改め第項も
いす

にす。項おと

行正

準。 す。書てる 関るの
別る 振、す 胆は用 る面

公

区記同 海

条。
施例

の条

例日開

公

る関

すに

関行

に施

行の

区振振

海胆胆

振る

胆す

明免

契行説、

び執札は

は、書除

地約は

胆

、公にす振 郵電調開よる

海

番手る。

便話達する。

番区 号号続。

漁 の
停業 －－止

調 等

担
出を
し務称

申事
をる

。る道

とす海

こ当北

る
称総
名部

の本
織察

組警

９手定該る

第のが当め

を）る三項

条続め第事

項に、

第事者は

る各

と、す項

条は関前

第と報に

、の情号

し次

容る

条り内め

８おの定

号２ 業８第 漁第条

のと

員

そ書 委式の 整様項 調

別 程

の、 規

１は 会

の面

案記

事
送８ 成

移第 平

通号

業

調漁漁

業区区

漁海海

委調調

整業

告

会

規員員

会委委

員整整

部の

一長程

の会規

程会

が

改部

を北一

整 －有

委 り 北

得 海員

内 道る

会

幌線 札。

市
中

会
び部
及務

条
２

北
区

央

地課
在計
所

九
四

ほ

次。の

にるの

次すも

式 ５

知様 年

条、

１か

の

にそ 月

書
よの

改

正山を

公もの

る２ 日

規

程男る

規す

る秋正

す

目
丁
７

西

を



１ 第

又平 公 条

成 は の

十 文 ２

三

書内

年第

年 １

五 項容

北 海 道 公 報

記そ

別

別
第の るの記
８１ 条公条開第
号 例文例示８
様 第書第通号
式 知様 の
条開条書式

３通３次８

の示のを第

第

第第

の る も第

各 条 。第 条 審 の

会条者条に

と条査三号
げ

る次に例か例掲

すの

る

。に諮第ら第
の 次問
の議の分

のし条異条区

２た

号

す例

例条と条

条の
３４

第る第

第例
。 条

項

り２３

よ第第

に条条

の 開項

月 月の

十 規名

一 称 定

日

求次
請、

示り
開よ

日に

金

あと
のの

曜

たり
っお

日 公事

案
事

様 移

振
胆

送

区
海

通

１書２よ関

第知第の条

決改

ののに）

号号う係

しし。

ををる

定定め

決

３に
別別

きき

とと

たた

をのの立の応

条旨２申

知を定、

加通通て規じ
お該

る）は却に当

え知

るて号

別すい各

。、下
合用定

第場準に

記

条通

様のるる

号等すめ

面定

を書規

示のの

式通

及別る

旨、よ

るはに

す

、

の９は

そ第面

び記書

の第

と式記

由様別

理号

し
つ送

に移
書を

文案

す

通
海、
北で
、の
てた

い

漁

開す
公ま
報し
情知
道

調
業

知

員
委

整

書

第第

記記

月
第年長
会
会

第異

のの

式式

様様

号号

議に

異て

の立

者申

三議

審）第書

の知例知
申係

に 査

の

問３も

諮第る

会条よ
定る

書規す

知のと

通項

う書

行る

りよ

よに。

に

る公

開

開の

の式

書様

。文号
係

意に

る定

係決

に示

示

例
条。

書知

会通

照る

見

し１ 第送

又

、

文 ２で

は のの公 条た

文

て公

立る

年

号日印

第

係書

に

の
そ

注

２

開りな

件な明

本に不
と

次

と、

のは

も面

示ま点

及け備

の関お

４５６

す
当担

送当送びる

移担移

る

るよ

よに

に書

を事を

通書内

送 送
移移

２３

も

おま名

にし

の 項知容

５
同

る
す

用
準

て。称 いす

の

様求
請
示

開
日

月
第
条

求。、

請すは

振っ

胆あ

つ当

に担

事

は等

て課

い部

案

送問

移お

、に

移

受合

をい

送

け実部

し務受該当

けわ

実機等

実等た施課

た局

施
実

関機に考

機施関

施

し

し

を を

話話

電電

関
機

定
規
の
項

１

由日

理た

た

、
り
よ

に

九 次

五

漁文

区公

海た
り
お

と
の

員て

委い

整つ

調に

業書
情

道

第年長海

会北

会、

実く

たせ

月報

通

関い

機さ

施だ

知

お
に。

書

開
て

い

部

等業

定工

決本

示日

事

日
月

年

））

線線

内内

例

号日条 印

開
公

移
を
案 す格

を規

）
課

）

こ４

る



開条

海に件開

北本公
報

報る請第

情す示例

道関
公情求

開報に条

北 海

式
様

号
９

第
記

別
９

第

道 公 報

本る不８

す第 ６注記
別

式

開とな様

件こ明号 備

り、次

請なはの

示に点

求

第

担移会等

の議課

３４５

事を長 送送当送議

移移
た局けお

をし務受に

を

号

２

平移 成
十送
三を
年し 五

公項

例記る２

条が係第

づれ書規

基さ文の

に録
のよ

、公次に

きたを定
にご

胆に由、

書理り

文
てり見

海年いよ意

振つ

関
条

区

公

）
係

開
の

書
文

様

る
係

に
示

課の

つす当次

にま担に
式

はに様

て等５ 考い。
合え

送い加

移問を

、お
だ

たく

けせ。

受わる

を

た施北る

実等たけ し

北

道
海

北

日関道当

機海担
局

務

話事話

電会電

議

月た

十理

一由 日

金

曜

日

聴

業月示示お

漁開開を

がるし

整求すき

調請を
りとす

員にあこま

委日
し対で

会のまにの

会次
り。て別

おたし、

長と

北
、紙
海公

書
会

照
見

意

会
議。

道い

海さ

月
第年

お
に
長

議
決規

示業

開工

て本

い日

月
年

定格

文 印

課

日））

線線

内内

別

号日

住氏連年

情書
道

漁
区
海
振
胆

紙

意備

４５

）

を４

等

又れす第る

２３

当 見
担

理 上てる北

報道に

記い情海条由 は
文 定

決公 示
開１ の

公る

月

所名先
絡

に

のの付

そそ日

人人

法法

会

団団照

のので

他他け

調
業

あああ

ににの

体体

員
委
整

公

会 文

会 書長

開
の

様

定
決

示

考

） 出
等 提
局
の務
事 書

先
〒

電

－話

容書内報り

文の情よ 内

に条を

記開示

に容公開 意

の る
係書

さ関例す

録

っ

、
り

よ
に
」称 書

見名

はは話件

てて電た

っっ
称い

事名号つ

、、番に

は代次

又び、

所及て

務

り

所のお

業者と

事表の

所名回

の氏

書
見

意
る

係
に

）

業月

工
本

日年

ま
日

月
年

）
線

内 九で

六

ま

地し

在）答

送
返
ご

に

日

格
規

。
す

）

。
い
さ

だ
く

）
４



公とこ

たの

平 文おの

成 書り開

十 の公示

三 年開文決

年 示書定

五 請のに

北 海

第
記

別
式

様
号

９
第

道 公 報

のおて 意２なし
載 ３注

、のさ 見は２だ

欄、く

該欄い

第

内決
意
示 は対

開

又反
２

思

号

書
文

公
１

月 月求開不

十 に示服

一 つ決が

日

し場

付てをる

日い定あ

海のは

の北た合

け、

金

胆情、こ

道で、

曜

海公知開

振報通の

日

関
条

区開し示

公

）
係

開
の

書
文

様

に
定

決
示

がす、 示障

当で。 開支

る さ

を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で

で印
印○ と由○

開支 定

だ場
くだ

でん
ん

あ 対有さが

に示障 の 容

有
ると分

部 る す無る れ

例す定

漁条ま決

称
名

の

あ

調第。が

業
整

関１こ

員に第た

委条っ
知

長るのを

会す項と

会

よ日

がにた

報定っ

情規
録りの

記

書
知

通
る

係

、
。は

いに
さ合

月
第年

に
欄
の

３
体規

具業

を工

見本

意日

れ次日

さ、翌 印

無

的格

号日

年

第
記
別

式
様
号 開担備

４５６

）

記４

に

、番 で１２３ の

を

当 示

決 文 了示示 御公開号開 る止

らす停

かを行
承決 てがさ

しとな

算こが

起

胆決
示

様開
の
け

付
日

月

振定

第
関
条

審

）
係

諮
会

査

日等考

る局

す

務 施
実事

の だ年を く書定定

話
電

。及理 い名日た さ月し

でれ

年

称び由 た

内すっ

以まか

日きな
示は

北開き

、、と

にが
る
にす

事施
知実

道を
海

る

業す

漁対

区に

海等

対

会立

員申

委議

整異

調

九 会て

七

て
い

つ

長に

書
知

通
問

月
年

業月

工
本
日第年

日

第
け

付
日

月

日）
線

内

に

不異
政に

行で
てま
し

てる

査立す

審申関

服議
づこが

基び報

に及情

法

海 印

北
、

異に示

くれ開

号日

格
規

道

ま

申づれ

議基さ

号

）
４ て執す

立く



にお
と

の
次

り
よ

に
定

北 海

第
記

別
式

様
号

第

道 公 報

を事

問当

諮担備

３４５

第

て
立 書

申

文服

公不

１２

号

報た
情し

平公の
成開で
十条、
三例通

年第知

五し

報実
情を

る示
す開

関り
と

さこ

様録る
記す

が施
文ま

海公し

振たと

胆れ

区

第 条

三 関

者 係

の ）

公
る

係
に

て
立

申
議

異

の

話
電

日等考

た局

し務

称容
内 名

の 月条ま

十第す

一１。

日

に
定

規
の

項

金

り
よ

曜

次
、

日

調つの

業にた

漁書し

の

知

員、通

委て、

整いで
立す

長申ま

会議し

会異
す
対
に
て。

書
知
通

示
開

の
書

文 年

格
規
業月

工
本
日第年

月 道
海

北
り

お
と

日）
線
内

る 印

に
会
査
審
開
公
報
情

に
付て。

日立す
申ま

決

号日

す
第対
け

）
４

第
記
別

式
様
号

示 定
決開担備

る

５６７

の非の決

２３４

を ）当

異う開２う異定

報
議開ち示にち議

問
諮

申示、を記、申却

でに

に号定
決
る

文
公

１

情示次

る開り

す非よ

関
報の

録開り

様記部お

が一と

振れ）示

胆さ示開

第
関
条

異 係

議 ）

公
る

係
に

て
立

申

る局

す

由務 施 理実事 の 求載開立下

話
電

日等考

定議めさ示て又

立決異

棄

にし申たれすには

て

情す却

係た立情たる対

）報報るす

る情人報情

た決を

称
名

の
書

情報が

す

漁文を施

区公定実

海

つしこ

調にまる

業書し
し

員てがと

委いたと

整

た

長該し

会当ま

会、、
年にで

分の
処

書
知
通

示
開

の
書

文

月
年

業月

工
本
日第年 日）
線

内 九
八

議し

月異知 印

る通
係、

号日

格
規

）
４



道お成北

海と平

北の
次

平 海 情り

成 報定年道

十 公め５情

三 開る月報

年 公 条。

五 例日開

北 海

規 ７の
こ
附

は 備程
則

成
平

、

道 公 報

異定決開担

決る

４５６

示 議定

実事 立処の

を 申原）当

施 て分理

第

２う

報の開うるの

２３

異う示ち情

記、

議非ちを、報にち

立示異め載開

申開、求

てと議たさ示

号

書
文

公
１

月 の条

十 施例 公
一 行の

日

宗す

る関

すに

関行

に施

金

海宗宗

谷る

曜

漁海海

区谷谷

日 業区区

５
年

宗

考月谷
海

か
日

区 ら

漁

行
施

業 す

調

。
る

整

更る局 対変す

にを由務 情れす

話
電

るす日等

す

係た立報にたる

にし申

す報報

る情人）関情情

調漁漁

称
名

の

情報がの

委調調

整業業

告

会

規員員

会委委

員整整

部の

一長程

の会規

程会

す改

正藤を

改部

を安一

委
員
会

月
年

格
規
業
工
本
日

る

規す

る善正

日）
線
内

別

を規

程則

条公条開第

各るの記

の

第通号

に例文例示８

号

知様

掲第書
の げ
る条開条書式

）
４

第第 ４

る も第

条 。第 条 審 条の
の会条者条

例と条査三

る次に例か例

第す
条。に諮第ら第
の

２３

第次問

第

条の ９

条例条と 条

第る

開開意例第例す

条示示見第

。 条 例請請書
第よ第

第求求の条に条

年に提

２を 第

の事第加 ８

え第 と条案 条 事

を。者

案す例移条る三

通第に

移条る第送

送例。

対 通第条知
の書条す

一条

海の８

北）第
告

知

次の

報を次

情部を

道 程

３次

区の示のを

のよ

公

２よ

に第知第の

分３通
ののに

じ号号う

応１書

る

該定定め

当決決改

、
にたた

号しし。

各をを

めきき

定とと

たの議の

３のし条異条
立の

の条旨２申３

項２

定加通通て規

規をのの
）は却に

にえ知知を定

別すい

る。、下お

よる

用

は第場準

面記るて

書

合 、
別号等す

項開項

条月係出２り２

１公及に示の

第日る先
提定す面

項文び規を書
旨、

規に出するは

に書

す録限実及別

定記期る

実れ機そ第

るさ施び記

機いが理号

施て関の９

関る定由様

第よし意

書条２にとる

も第書

２５る、見

）の

提

第項

２にの

のいすをの

項おと条出
会

書てる第機

面準。
し与

、すと付

は用条の

条よう

開

記同、等

別る

る

施改め

のに改

例うに

る
す。 関る

にす。

行正

記記

通別別

る 区
海

谷
宗

書第第

知
に

の

も式式

る様様

よ号号

のの

九 と第異

九

て

。の立

る者申

す三議

例

第式通条

記様のる

異

の知

号審）第

様査

項

開問３

の諮第

式会条

に定

定書規

決知の

示通

めと式

るりよ

係よに

に

事る公

定該るすの

が当
者は書

る三項。文

め第

示

は関前開

項に、の

事

情号係

次る各に

、す項

見

おの定意

と報にる

の

条第の
と容る照

り内め

）

号２条続

８第９手

第
式の第

様項を

そ書

、

の、し

１はと

の面条

８条

移第８

案記第

事別

員
委

整
調

業
漁

通号の

送

程
規

会
成

平

に文

て公

立る

申係

議に

も面

知う書

通行る

係書 るす次

よと、

にのは

書

よ

。のに

るの書

すも会

式に

知様次

、も

かる

ほ

る２１

よのの

にそ次

書

月
５

年

もの条 公
日



件な明 備本に不
と ６注

、

請すは

示ま点

開りな

求。

北 海

担移及け

の関お

３４５
当担 送送当送びる

移移

部

をし務受該当

を事を

た局け実

道 公 報

１２ 第

又

年第

文 ２送 は の公移 条
項容し １書を 内

第 号

８１

第の

記そ

別
平号
成様

十式

三
年第

五

て課 考い部

つ当

に担

８

をい

送問

移お

、に

は等

課 し

実く

たせ

けわ

受合

関 た施実機等

実等た施
施

実

日関機に

機施

月のた の

話話

電電

関
機

開よ
日に称由 定

理 規名

あと
のの

求次
請、

示り
公事

たり
っお

案
事

様 移

谷
宗

送

区
海

通
月条

十関

一係

日）

金

曜

日

い
お

に。

関い

機さ

施だ

開
て

を規

等業

定工

決本

示日

月

部

年

す格

を
文案

日））

線線

内内 の
てた
いし

つ送
に移

書
し
情知
道通
海、
北で
、

調
業

漁

開す
公ま
報

知

員
委

整

書

月
第年長
会
会

本る不
す ６注

）

こ４

る
示に点

開とな

件こ明 備 会等

の議課

３４５
）
課

長 送送当送議

移移担移

１２ 第送
例
条。

を事を

し又

２で送 は のの公移 条た

年

号日印

第、

文

２
の
そ

当

にま担

求り、

請なは

はに

て等 考い。課

つす
受わ

を合

送い

移問

、お

局けお

をし務受に

けせ

た施北る

実等たけ し

た

道
海

北

日関道当

機海担

を 内

務

話事話

電会電

議

した の 項知容し ５通書

。称由 いす

理 おま名

に
日

月
第
条

同
る

す
用

準
て

谷っ

宗あ
の

様求
請
示

開

送
移

案
事

議。

道い

海さ

北だ

たく

お
に
長

議
会

年

局

示業

開工

て本

い日

月

項
１

課

日））

線線

内内

と
の

次
、

り
よ

に
定

規
の

業書

漁文

区公

海た
り

お

会、

員て

委い

整つ

調に

月報
情
道

第年長海

会北

書
知

通

一
〇
〇

定格

決規

開
公

移
を
案

事

）

を４

等

例

号日条 印



５

平 備成 担十 当三 事年 務五

北 海

理意

れす第る

２３４

上てる北

報道に見 記い情海条由

報りの

文の情よ書 公る
書内

道 公 報

開示又 北本公開１ 報の

は 道関開条決公 海に件
る請第に

文 情す示例定
係書内

報
公情求

開報に条る容

第 号

記
別

別

第 記

９ 第

号 ８

様 号

式

式
様

局 次９

の第

月 等十 ）一 考日

金 電
話曜

日

を出 記開示提 に容公開

さ関例す先

録に条 見名

条が係第意

の

－
〒

称 に録公項書

例記る２

づれ書規に

基さ文の」

、公次にり

きたを定よ

に由、

書理り

文のよ、

り見年

年いよ意

つにご

て

開
の

書
文

公

様

示

宗 に谷 係海

る

様
５）

の係

次関

に条

区

。
る

え
加

を
式

内

を）

格
規
業
工
本 ）日 線

請を聴月

月示示お

開開
こま日

日がるし

求すき
にので

次りとすま

にあ
し、ご

とし対でに

のま
、紙送

り。て別返

おた
北く

漁

海公だ

意

業 見

調 照整

会

員
委

書

月
第年長
会
会

のおて

２なし
載

注

）
４

意

反
２３

は２だ

欄、く

情書い

道文さ

意
示
対
開

日印

連年文
は

公
又
１

。

紙
別

漁住氏

区
海
谷
宗

号

、
当で。

該欄い

、のさ

る
す

で印
印○

○を
を」

方有

定思
決見

でん
ん囲
囲で

に示示 障障 の

開支開支

れれ ああ 対有ささ がが
と由

部理 るる す無るる

の
容 月

先書

絡内

ると分

あ
の
会
照

で称 け
付

名 日

整
調所名

業

の

会そそ

員人人

委法法

様団団

のの

長他他

会の
ああ

にに

体体

定
決

示
開

の
書

文
公

。は
いに
さ合

だ場
くだ

の
３

、

一 欄

〇 に

一

無
有

具業

を工

見本

意日

い

号つ

番に

話件

電た
っ っっ

回
り
お

と
の

次
、
て

務称

事名

、、

はは

てて

業者

事表

は代

又び

所及

月所名

の氏

所の

年

書
見

意
る

係
に

的格

体規 ）

。
す

ま
し

答

）

記４

に 日）
地
在



事
当

担備

５６

北 海

示示

開号開開

番
２３４

施 年を実 定定

を 決決

示

道 公 報

す停で１ たのかを行の

おの起る止、

公とこら

了

書り開算こが御公 文

がさ承

文 の公示しとな
でれく書

開文決て

示書定

請のに日きなだ

第

年

号

第
記

別
平号
成様

十式

三
年第

五

す

月し

話
電

等考

局
務 ９の

年
び由日

及理る

日た っい名

求開不以まかさ

がにがた。

に示服内す
き

い定あ、、と称 つ決
し場海示は

てをる北開

のは知実

北た合道を

、
、こにす

道で、事施

海
知開し日

報通の対る

情
け

付
日

月
開し示てま

公

区
海

谷
宗

様

の

月条

十関

一公 係

日）

開
の

書
文

金

決
示

曜

定

日に

内

月

年

格
規
業
工
本 ）日 線

ま決行で

第

日

け
付
日

月

。が不異
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知
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２３４
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３４５
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情た 立 りにし申 の
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